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田んぼのジャンボタニンはどのように対策すればいいの？Q.
A.

農業に関するご質問や疑問に
出向く営農の職員がお答えします。

南部営農センター
廣瀬 凱

田植前後の「薬剤散布」と「浅水管理」が防除の です！
ジャンボタニシ (スクミリンゴガイ)は南米原産の大型淡水巻貝で重点対策外来種に指定されており、
タニシと名前がついていますが日本古来のタニシとは異なります。最大7cmにも成長し、ピンク色の
卵を年間 3,000個以上も産む非常に繁殖力の強い害虫です。放っておくと大きな被害が出るため、対
策を徹底しましょう。

①田植え時の薬剤散布
ジャンボタニシは田植え後3週間までの柔らかい苗を好んで食べます。
〈対　  策〉 田植え時に「スクミノン」等の薬剤を全面散布する
〈ポイント〉 タニシが集まりやすい“水の深い部分”には重点的に散布
〈注　  意〉 薬剤の効果を維持するため、散布後7日間はかけ流しや落水
　　　　   を控える

②田植え後の「浅水管理」
水深が浅いとタニシの活動は鈍くなります。
〈対　  策〉 田植え後2週間は、水深を4cm以下（理想は1cm）に保つ
〈ポイント〉 田んぼの表面を均一にならし、深い場所を作らない

　尾張旭地域では、12月中に頂花蕾の収穫作業を終え、
1月～2月にかけて、食べごろに成長した側花蕾を市内
の学校給食や保育園給食へと出荷しています。
　地元農家が大切に育てたアレッタを子どもたちが
おいしく食べ、食育の一助となるよう、収穫完了まで
丁寧な営農指導を続けていきます。

ンター

　尾張旭市役所と連携して運営している「尾張旭市農学校」の実習圃場にて、地元の学校給食・保育園給食へ
出荷を予定している〝アレッタ〞の管理について説明しました。9月に定植したアレッタは、適切な灌水、追肥、病
害虫防除を経て順調に生育しています。
　今回の指導のメインは、「頂花蕾（ちょうからい）の収穫」です。今後の収穫量を左右する重要な工程で、中央
にできる頂花蕾を最初に収穫することで、脇から出てくる「側花蕾（そくからい）」の発生を促進させ、全体の
収穫量を増やすことができます。
　頂花蕾が500円玉程度の大きさになったタイミングを見計らい、葉よりも低い位置で主茎をカットします。

①切り口は必ず「斜め」にする…断面を斜めにすることで、雨水の滞留を防ぎ、切り口からの
腐敗を防止します。
②深く切りすぎない（頂花蕾から10㎝～15㎝下を目安に）…15㎝以上の深さで切ると、その
後の側花蕾の発生数（収量）に悪影響を及ぼすため、適切な位置でのカットが重要です。
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レポート出向く営農レポート出向く営農
～アレッタ「頂花蕾の収穫」について～

農業の
Q＆A

農業のお悩み
を解決！

訪問日：12月12日

農業を1から学べる
ので、初心者の方
でも安心！

初めての経験
に子どもたちは
悪戦苦闘しな
がらも楽しんで
いました。

頂花蕾を切る前 切った後

５００円玉大

側花蕾の生え始め
出荷サイズに
生長した側花蕾

畑作編で収穫した野菜
は持ち帰れます！自分
たちで育てた野菜のお
いしさは別格です。
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